
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.308

月号2006  August 8月号

道志村漁業協同組合主催の体験学習に参加した小学３年生道志村漁業協同組合主催の体験学習に参加した小学３年生 道志村漁業協同組合主催の体験学習に参加した小学３年生 



平成18年８月１日（２）

一
般
質
問

六
月
二
十
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
次

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
長

湯

川

六

昭

議
員

◎
国
内
外
で
認
め
ら
れ
た
有
機

微
生
物
の
技
術
を
行
政
に
取

り
入
れ
る
考
え
に
つ
い
て

有
機
微
生
物
技
術
は
、
二
十
年
以
上

前
に
琉
球
大
学
農
学
部
、
比
嘉
照
夫
教
授

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
技
術
は
、
学
術
の
常
識
を
破
る

人
間
に
と
っ
て
、
有
用
有
益
な
微
生
物
を

平
成
十
八
年
度
六
月
定
例
議
会
は
六
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
会
期
を
二
十
七
日

ま
で
の
七
日
間
と
決
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
一
案
件
は
委
員
会
付
託
後
、
継
続
調

査
と
し
、
そ
の
他
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
だ
よ
り
　
六
月
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
可
決

活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｍ
菌
と
呼
ば

れ
て
い
て
、
世
界
一
四
〇
カ
国
で
導
入
さ

れ
、
国
内
の
自
治
体
で
も
導
入
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
特
に
小
さ
な
自
治
体
ほ
ど
特
色

あ
る
村
づ
く
り
に
効
果
が
あ
り
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
で
き
る
と
の
実
戦
効
果
も
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
内
に
お
い

て
も
忍
野
村
・
身
延
町
・
南
部
町
な
ど
の

自
治
体
で
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
甲

府
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
Ｅ
Ｍ
活
用
講
演

会
に
は
県
下
三
十
以
上
の
自
治
体
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
県
内
か
ら
も
多
く
の
実
戦
例

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
南
部
町
で
の
農
援

隊
の
家
畜
の
臭
い
、ハ
エ
等
へ
の
解
決
例
、

旧
御
坂
町
及
び
旧
勝
沼
町
で
の
桃
・
ブ
ド

ウ
栽
培
へ
の
良
好
な
効
果
、
河
川
浄
化
、

環
境
衛
生
、
味
覚
、
生
ゴ
ミ
処
理
な
ど
多

岐
に
亘
っ
て
い
ま
し
た
。
道
志
村
に
お
い

て
も
河
川
浄
化
、
生
ゴ
ミ
処
理
対
策
、
リ

サ
イ
ク
ル
農
業
、
農
薬
規
制
に
対
す
る
対

応
な
ど
、
Ｅ
Ｍ
菌
の
効
果
は
環
境
、
教
育
、

福
祉
、
漁
業
、
建
築
、
医
療
等
々
多
岐
に

亘
っ
て
い
ま
す
。

報

告

第

一

号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

承

認

第

一

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

承

認

第

二

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
道
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

承

認

第

三

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
十
七
年
度
道
志
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
八
回
））

承

認

第

四

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
十
七
年
度
道
志
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
））

承

認

第

五

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
十
八
年
度
道
志
村
老
人
医
療

費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
））

議
案
第
三
十
八
号

道
志
村
各
種
委
員
等
報
酬
並
び
に
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
三
十
九
号

道
志
村
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
四
十
号

道
志
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
四
十
一
号

道
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
四
十
二
号

道
志
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

議
案
第
四
十
三
号

平
成
十
八
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
四
十
四
号

平
成
十
八
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

議
案
第
四
十
五
号

平
成
十
八
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
四
十
六
号

平
成
十
八
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
四
十
七
号

道
志
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

諮

問

第

一

号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件

請

願

第

一

号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
請
願

請

願

第

二

号

日
本
郵
政
公
社
の
集
配
局
廃
止
計
画
に
反
対
し
中
止
を
求
め
る
請

願

発

議

第

二

号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び

水
準
の
維
持
向
上
を
求
め
る
意
見
書



（３）

道
志
村
で
も
Ｅ
Ｍ
菌
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
衛
生
等
の
経
費
削
減
が

計
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
水
質

の
向
上
は
、
村
内
は
元
よ
り
下
流
域
に
大

き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
に
つ
い
て
の
考

え
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
的

組
織
の
設
立
へ
の
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
道
志
村
で
も
「
あ
す
な
ろ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

関
係
さ
れ
る
各
種
役
員
を
は
じ
め
と
す

る
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
八
年
三
月
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
道
志
村
総
合
計
画
村
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
項
目
に
あ
る
「
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
」
に
よ
る
回
答
者
の
過
半
数
の

人
達
が
、
住
民
や
企
業
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
に
積
極
的
に
広
げ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
自
ら
参
加
、
協
力
の
意
思

が
伺
え
ま
す
。
村
民
の
多
く
は
、
村
内
で

の
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
、
仕
事
を
求

め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
企
業
誘
致
、

老
人
ホ
ー
ム
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
行
政
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
的
組
織
を
立
ち
上
げ
、
村
内
に
豊
富

な
知
識
、
技
術
を
持
っ
た
方
が
多
数
お
ら

れ
ま
す
の
で
登
録
し
て
も
ら
い
、
行
政
の

行
う
範
囲
を
超
え
た
、
村
民
の
生
活
面
で

の
多
種
多
様
な
要
望
や
相
談
ご
と
に
応
じ

た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
、
価

格
設
定
し
有
料
で
活
動
す
る
組
織
が
、
今

の
道
志
村
に
は
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
組
織
の
設
立
へ
行
政
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。

●
大
田
村
長

国
内
外
で
認
め
ら
れ
た
、
有
機
微
生
物

の
技
術
を
行
政
に
取
り
入
れ
る
考
え
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
各
分
野
で
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
的
に
悪
臭
や
水
質
汚
染
な
ど

環
境
悪
化
の
原
因
、
腐
敗
型
の
微
生
物
が

関
係
し
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
従
来
は
消
毒
、
殺

菌
、
物
理
的
な
除
去
等
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
腐
敗
す
る
前
に
有
用
な
微
生
物

を
定
着
発
酵
さ
せ
る
事
で
、
腐
敗
を
起
こ

さ
せ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
原
因
物

質
を
資
源
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
で
あ
り
ま
す
。

国
内
で
は
、
メ
ー
カ
ー
二
社
が
商
品
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
利
用
方
法
は
、

幅
広
く
建
築
、
医
療
、
教
育
、
福
祉
、
農

業
、
畜
産
、
水
質
浄
化
等
の
活
用
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

県
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
年
前
か
ら
Ｅ

Ｍ
菌
の
検
討
を
し
て
お
り
、
行
政
指
導
の

判
断
結
果
が
で
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

お
り
、
特
に
今
の
と
こ
ろ
現
段
階
に
お
い

て
、
県
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
考
え

も
会
員
と
し
て
参
加
で
き
る
地
域
に
開
か

れ
た
組
織
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
雇
用
に
よ
る

就
業
を
希
望
す
る
地
域
高
齢
者
の
た
め

に
、
無
料
の
職
業
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。山

梨
県
内
の
殆
ど
の
市
町
村
で
広
域
毎

に
九
つ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
今
現
在
加
入
し
て
い
な
い

の
は
県
内
で
は
道
志
村
、
小
菅
村
、
丹
波

山
村
の
三
村
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
の
単
位
と
し
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
母
体
と
な
る
知

事
の
指
定
を
受
け
た
公
益
法
人
で
あ
る

「
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
」
が
あ
り
、
高
齢
者
に
雇
用
就
業
機
会

の
確
保
を
促
進
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、

概
ね
五
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方

を
対
象
に
事
業
主
も
参
画
す
る
中
で
、
厚

生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

近
隣
の
市
町
村
で
設
置
さ
れ
て
い
る
富

士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
、
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
山
中
湖
村
、

忍
野
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
が
加

入
し
て
お
り
、
東
部
地
方
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
大
月
市
、
都
留
市
、

上
野
原
市
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

東
部
地
方
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
職
員
は
七
人
で
大
月
市
三
人
、
都
留

市
二
人
、上
野
原
市
二
人
と
な
っ
て
お
り
、

三
市
共
に
五
百
万
円
以
上
を
商
工
費
か
ら

負
担
し
、
登
録
し
て
い
る
六
〇
〇
人
程
の

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

市
町
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
忍
野
村
が

企
画
課
、
身
延
町
が
環
境
下
水
道
課
で
担

当
し
、
普
及
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
南

部
町
、
笛
吹
市
、
甲
州
市
に
お
い
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
グ
ル
ー
プ
等
独
自
で
活
動

し
、
自
冶
体
と
し
て
は
、
何
も
支
援
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
、
市
町
村

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
分
野

に
、
よ
り
効
果
が
あ
る
の
か
、
必
要
性
、

経
済
性
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
補
助

金
給
付
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
、
法
人
、
団
体
等
が
、

数
多
く
あ
る
わ
け
で
す
が
、
Ｅ
Ｍ
菌
研
究

も
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
活
動
と
し
て
と
ら

え
、
県
、
近
隣
市
町
村
の
取
り
組
み
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
、
村
の
補
助
金
の
方
向

性
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
え
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
的
組
織

の
設
立
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
六
十
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
、
追
加
的

収
入
を
得
る
と
共
に
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
と
言
う
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
を
基
に
、
交
流
・
連
携
を
目
指
す

公
共
性
の
高
い
、
知
事
の
認
可
を
取
り
定

款
を
定
め
た
社
団
法
人
で
「
高
齢
者
等
の

雇
用
の
安
定
等
」に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
行
う
法
人
と

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
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会
員
は
年
会
費
六
〇
〇
円
を
納
め
て
、
団

体
傷
害
保
険
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
負
担
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
り
ま

す
。
二
〇
〇
七
年
以
降
で
の
団
塊
世
代
の

大
量
退
職
を
目
前
に
控
え
、
道
志
村
と
し

て
は
高
齢
者
が
健
康
を
保
持
し
、
生
き
が

い
の
持
て
る
生
活
が
で
き
る
様
に
す
る
に

は
、
ど
ん
な
施
策
が
必
要
か
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
部
地
方
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
、
道
志
村
等
へ
過
去
に
何
度
か

加
入
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
そ
の
当
時
は
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る

と
同
時
に
、
加
入
す
る
の
に
は
負
担
金
も

多
額
の
為
、
現
時
点
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
残
念
で
す
が
厳
し
い

状
況
で
す
。

道
志
村
は
小
規
模
自
治
体
の
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
仮
称
「
高
齢
者
雇
用
セ

ン
タ
ー
」
の
核
と
す
る
中
で
、
昨
年
十
一

月
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
道
志

あ
す
な
ろ
会
」
等
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
の
勉
強
会
も

開
催
し
、
雇
い
上
げ
事
務
員
の
経
費
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
「
高
齢
者
雇
用
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

豊
富
な
知
識
、
技
術
を
持
つ
高
齢
者
の

存
在
は
、
道
志
村
に
と
っ
て
本
当
に
大
切

で
あ
り
、
村
政
発
展
へ
の
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

●
湯
川
六
昭
議
員

た
だ
今
の
回
答
を
聞
き
ま
し
て
、
Ｅ
Ｍ

に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

事
例
を
参
考
に
学
ん
で
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
自
身
も
農
業
や
生
ゴ
ミ
処
理
、
浄
化
槽

等
活
用
し
て
お
り
ま
し
て
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
手
持
ち
の
資
料
の
中

に
は
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
多
く
の
事
例

が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
活
用
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
河
川
飲
料
水
で
の
関

心
は
、
こ
れ
か
ら
は
農
薬
規
制
と
と
も
に

更
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
的
組
織
に

関
し
ま
し
て
は
、
難
し
い
と
の
お
答
え
で

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
少
し

で
も
努
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
道
志

村
の
村
民
が
各
々
、
自
分
の
特
徴
を
活
か

し
持
ち
場
を
つ
く
り
努
力
し
、
共
に
楽
し

く
生
き
が
い
を
見
つ
け
だ
し
て
い
け
る
よ

う
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
考
え
で
は
、
社
協
の
充
実
化
、
協

同
の
き
っ
か
け
を
何
ら
か
の
形
で
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
組
織
も
道
志
村
に
お
い
て
は
、
何
ら

か
の
形
で
役
場
の
関
与
な
く
し
て
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
が
自
ら
築
く
村

づ
く
り
に
向
か
っ
て
早
急
な
取
り
組
み
を

更
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

道志村国民保護協議会を開催しました
７月５日、役場会議室において第１回の道志村国民保護協議会を開催しました。

この協議会は、武力攻撃やテロから国民の生命、身体及び財産を保護するため、「国民保護法」

に基づいて、国・県・市町村が役割分担の下、村内において住民の避難、誘導、救援、攻撃によ

る被害の最小化を図るための計

画を作成するためのものです。

計画の作成にあたっては、幅

広い観点から審議をいただくた

めに村内外から18名の委員が

委嘱され、協議会の運営に関す

る事項や国民保護計画の構成及

び作成のスケジュールなどを協

議しました。

今後協議会は、年内２回の会

議を予定し、計画案を審議した

後、答申を行う予定です。

第１回
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8月のつぼみっこくらぶ
７月11日に高瀬浩子さんに、手作り布絵本の読み聞かせをしていただきました。子ども達だ

けでなく、お母さん方も手作り絵本のぬくもりのある手触りや、絵本の中から飛び出してくる者

達を見て『すごーい！』と歓声を上げていました。

つぼみっこくらぶでは、定期的に高瀬浩子さんに協力をいただき、見るだけでなく自分達でも

作ってみる試みをしていきたいと思います。

平成17年度に実施した乳幼児健診に於いて、むし歯のない子に対し表彰を行いました。今年度

は保育所入所児が２名対象となり、保育所のお友達の前で村長から表彰状と副賞を渡されました。

お子さんの健やかな成長に、歯の健康は欠くことが出来ません。虫歯を作らない努力と、出来

てしまった場合は、早めに受診し治療する事が大切です。

おおきくなぁれのおはなし

８月の予定

日　時　８月１・８・15・22・29日

毎週火曜日　午後２時～

場　所　道志村福祉センター

※８月22・29日は、手作りおもちゃ作成を行います。

アンパンマンとバイキンマンの音の鳴るおもちゃを

作成予定です。参加希望者は、役場住民健康課まで

ご連絡ください。多数のご参加お待ちしております。

TEL 52－2113 (内線121）母子保健担当　山口

宮下　太陽くん（上善之木）

父　公善さん

母　さとみさん

佐藤　太陽くん（馬場）

父　弘幸さん

母　文代さん

甘い物を食べ
ないで、寝る
前の歯磨きを
しっかりしま
した。 

歯磨き・うがい

を習慣的にして

いました。 

むし歯のない３歳児表彰

★冷たい飲み物のがぶ飲みはNG

暑いと食欲が低下しがち。でも、冷たい飲み物を取りすぎると、胃液が薄まり消化機

能の低下を招いてしまいます。オススメはぬるめのミントティー。ミントには食欲増進や、胃や腸の消

化、働きを高める作用などの効果があるといわれていますし、爽快感もあります。

夏バテ防止のワンポイント



当院のホームページを去年4月から開設しております。

URLはhttp://www.geocities.jp/doshiclinic2005/index.htmlです。
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気温の変化が著しい毎日が続きます。体調を崩すことが多くなり、感冒が

流行する傾向が認められます。

診 療 所 だ よ り

風邪を引かれてしまった場合には基本的には安静休養です。できる一次予防としてのうがい、手洗い

はこの季節でも必要です。今回は過活動膀胱という新しく分類された疾患について書いてみました。

過活動膀胱とは
尿意切迫感という急に起こる強い尿意で我慢することが困難な状態があり、頻尿・夜間頻尿を伴うも

のです。中には切迫性尿失禁という尿意切迫感とほぼ同時に不随意に尿が漏れる状態を伴うこともあり

ます。原因として神経因性と非神経因性とに分かれます。

神経因性
①脳幹部橋より上部の中枢の障害：脳血管性障害、パーキンソン病、認知症、脳腫瘍、脳外傷、脳炎、

髄膜炎）

②脊髄の障害：頚椎症、脊髄血管障害、脊柱管狭窄症、後縦靭帯骨化症、脊髄損傷、脊髄腫瘍など　　

非神経因性

①下部尿路閉塞（主に前立腺肥大に合併）、②加齢、③骨盤底筋群の脆弱化、④特発性

しかし、次の疾患による似た症状はの

ぞかれます。膀胱の異常（膀胱癌、膀胱

結石、間質性膀胱）、膀胱周囲の異常（子

宮内膜症など）、前立腺・尿道の異常（ 前

立腺癌、尿道結石）、尿路性器感染症（細

菌性膀胱炎、前立腺炎、尿道炎）、尿閉、

多尿、心因性頻尿です。

診断は問診により週に１回以上尿意切

迫感の有無を中心に評価。検尿、残尿測

定施行します。

治療は膀胱訓練という尿意があっても

我慢する訓練、骨盤底筋体操、薬物治療

（抗コリン薬）があります。診断、治療は

泌尿器専門医での加療が必要ですが、投

薬は診療所で可能です。相談してみてく

ださい。
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午前：胃カメラ

3
研修のため休診
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午前中のみ診察
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午前：胃カメラ
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研修のため休診
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午前中のみ診察

13 14
休診　

15
休診　

17
研修のため休診

20 22
午前：胃カメラ

24
研修のため休診

25
午後：乳児検診

2827 29
午前：胃カメラ

31
研修のため休診

9/1 9/2
午前中のみ診察　

８月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

21

18 19
午前中のみ診察

26
午前中のみ診察　


